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研究成果の概要（和文）： 本研究では、労働史オーラルヒストリーの未調査の確認と新調査、方法の開発、史料館と
の連携を行った。第一に、過去の労働史オーラルヒストリーをリスト化した。また、新しい調査を実施し、そのすべて
を冊子化した。第二に、米国で7か所、英国で数カ所のオーラルヒストリー拠点を訪問・交流し、その視察報告を作成
した。また、学会にてオーラルヒストリーの方法論や教育に関する報告を行った。特にオーラルヒストリーの映像の扱
い方について議論を深めた。第三に、大阪エルライブラリーにて労働史オーラルヒストリー・アーカイブというWEBサ
イトを作成した。現在著作権の許諾中であるが、2015年度中に公開予定である。
研究成果の概要（英文）：In this study, we verified un-studied areas and new study in the oral labor 
history, developed its method and established the cooperation with the historical museums. First, we 
created a list of the oral history of labor in the past. We also conducted new researches and created 
booklets of all of them. Secondly, we visited 7 places in the U.S., and several places in the U.K. that 
were hubs of oral history, and had exchanges to create the visit report. We also reported at some 
conferences on the methodology and education of oral history. Particularly, we deepened the discussion on 
how to handle the video images of the oral history. Thirdly, at Osaka Labor Archive, we created a website 
called Labor History Oral History Archive. Currently, it is clarifying the copyright matters, but it is 
scheduled to open to public within year 2015.
研究分野：労働史
キーワード： 労働史　オーラルヒストリー　人事労務管理　労使関係
  ２版
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
戦後労働史は、実態調査や文書史料の蓄積
によって発展してきた。しかし現在、労働研
究における史料は、一般公開が困難で、なお
かつ史料自体の破棄が起こっている。連合成
立以前のナショナルセンターの史料は労働
政策研究・研修機構（総評や中立労連）や友
愛労働歴史館（同盟）が保存しているが、そ
れらは公式文書が中心であり、多くの非公式
の第一次史料は個人が保存している可能性
が高い。さらに、産業別労働組合の統合が進
む現在では、事務所統合による史料の廃棄が
行われている。 
文書史料の不足を補い、さらに新しい研究
テーマを得るためにも、オーラルヒストリ
ー・メソッドが注目を浴びている。この手法
は、御厨（2002）『オーラルヒストリー』や
大原社会問題研究所編（2009）『人文・社会
学研究とオーラルヒストリー』でも紹介され
たように、政治史や社会史の分野で発展して
きた。オーラルヒストリーは、（1）公式文書
には現れない複数のアクターによる集合的
意思決定や交渉を扱う政治史の利用方法は
制度導入や労使関係の分析には優れている
し、（2）階級文化や組織文化を扱う社会史の
利用方法は労働者文化の分析に適している。 
 我々は、戦後労働史のオーラルヒストリー
を手がけ（ここ 5年間に行われたオーラルヒ
ストリーは業績一覧を参照）、既に 300 回を
超える史料群を作成し、その一部を梅崎
（2009）で紹介した。 
 
２．研究の目的 
本プロジェクトでは、(1)オーラルヒストリ
ーの史料群を追加的に拡充させながら、利用
者に向けた保存・整理を検討する。さらに、
研究者ネットワークを構築し、史料を利用し
た論文作成を行う。（2）オーラルヒストリー
のアーカイブ化が進んでいる海外史料館や
海外学会・協会を調査し、国内における労働
史・オーラルヒストリー・アーカイブの先例
を作りたい。（3）国内外において史料の利用
者を増やすためにも、資料館と協力しながら
語り(narrative)の利点を活かした公開方法
を検討する。 
 
３．研究の方法 
 オーラルヒストリーのアーカイブ化は試
行錯誤の連続になる。アーカイブの作成後に、
利用者にとっての「使い難さ」が発見される
ことが想定される。従って本研究では、早い
段階（2年目）から試作版を作成し、利用者
の反応を考慮しながら徐々に改訂しながら
アーカイブ化を進める。また、その試作版ア
ーカイブの充実と共にオーラルヒストリー
を利用した研究論文の作成も行う。さらに海
外のオーラルヒストリー・センターを訪問し、
アーカイブのメソッドを習得し、アーカイブ
構築に活かす。その上で、国際的なネットワ
ークも構築する。 
 
４．研究成果 
 本研究では、労働史オーラルヒストリーの
未調査の確認と新調査、方法の開発、史料館
との連携を行った。第一に、過去の労働史オ
ーラルヒストリーをリスト化した。また、新
しい調査を実施し、そのすべてを冊子化した。
第二に、米国で7か所、英国で数カ所のオー
ラルヒストリー拠点を訪問・交流し、その視
察報告を作成した。また、学会にてオーラル
ヒストリーの方法論や教育に関する報告を
行った。特にオーラルヒストリーの映像の扱
い方について議論を深めた。第三に、大阪エ
ルライブラリーにて労働史オーラルヒスト
リー・アーカイブというWEBサイトを作成し
た。現在著作権の許諾中であるが、2015年度
中に公開予定である。刊行したオーラルヒス
トリー報告書は以下の通りである。 
 
『﨑岡利克オーラル･ヒストリー（元電機連
合中央執行委員）』科研費報告書 
『加藤昇オーラル･ヒストリー（元電機連合
中央執行委員）』科研費報告書 
『梅原志朗オーラル･ヒストリー（全日本金
属産業労働組合協議会顧問）』科研費報告書 
『小栗啓豊オーラルヒストリー（元鉄鋼労連
中央執行副委員長』研究成果報告書 
『二宮誠オーラルヒストリー（元 UIゼンセ
ン同盟組織局長現東京都支部長）』科研費報
告書 
『近江絹糸人権争議オーラルヒストリー
(1)』科研費報告書 
『近江絹糸人権争議オーラルヒストリー(2)
中村幸男オーラルヒストリー』科研費報告書 
『平沢栄一オーラルヒストリー（元総評全国
金属中央本部書記長）』科研費報告書 
『藁科満治オーラルヒストリー（元電機労連
委員長・連合会長代行）』科研費報告書 
『菅井義夫オーラルヒストリー（元全繊同盟
副会長）』科研費報告書 
『石原利昭氏オーラルヒストリー（元連合大
阪会長・元クボタ労連委員長）』科研費報告
書 
『全国一般オーラルヒストリー（田島恵一・
元委員長、高原壮夫・元副委員長）』科研費
報告書 
『吉村俊夫オーラルヒストリー（元三菱電機
労働組合中央執行委員）』科研費報告書 
『芹澤壽良オーラルヒストリー（日本鉄鋼産
業労働組合連合会本部書記）』科研費報告書 
『労働史・史料研究会オーラルヒストリー
（3）』科研費報告書 
『横山進オーラルヒストリー（鉄鋼産業労働
組合連合会中央執行委員）』科研費報告書 
『鉄づくりを支え進展させる技術者』高知短
期大学研究叢書2、高知短期大学社会科学会、
pp.1-121 
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